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日加の架け橋となる人材を育てる
～ 第１回キャリア講話、実施。～

１０月１２日（土 、カナダ三菱商事の社長様を講師としてお迎えし 「未来に向けて、今すべき） 、

こと」の演題の下、中学部・高等部生徒を対象に、第１回キャリア講話を実施しました。

講師の先生からは、商社としての会社紹介に続き、これまでのご自身の経歴についてのお話があ

りました。その中で、人生における一つの転換点となった中学３年時のバンクーバーでの体験につ

いて話してくださいました。また、カナダの豊富な資源や広大な土地を生かした低・脱炭素分野で

のポテンシャルについて触れ、今後ますます緊密化する日加関係の重要性についての話もありまし

た。そして最後に 「人生を自らの意思で切り開く心意気を持つこと」や「ものごとを幅広くさまざ、

」、「 」まな角度から考える視野を持つこと 日加の架け橋となるグローバルな人材になってほしいこと

について、生徒への力強いメッセージがあり、講話は終了

となりました。

講話の後、小グループごとの感想交流や全体での質問等

の時間を設けました。今回の講話を聞き、多くの生徒たち

が、講師の先生の人生の転換点となった中学３年時のバン

クーバーでの体験や、カナダの低・脱炭素分野でのポテン

シャルと今後の日加関係の可能性に関心を寄せていまし

た。

生徒たちには、今回の講話を機に、今後の人生について

考え、一人一人の内面に進路選択に向けての前向きな意欲

や志が醸成されることを期待します。

【参加した生徒の感想から （抜粋）】
・いろいろな人と関わり、視野を広げ、ものごとを大きくさまざまな角度から見てみることが大
切だと感じました （中学部）。

・心に一番残った言葉は「自分の人生は自分で切り開く」という言葉です （中学部）。
・自分は将来、リゾートで働きたいので、カナダで学んだことを生かせるようにしっかり勉強し
ようと思いました。将来のことや自分のことを見つめなおすきっかけになりました （中学部）。

・私はまだカナダに来て日が浅いので、歴史や生活習慣など何も知らない状態です。日本とカナ
ダの架け橋になる人材となるため、両国についてしっかりと学び、多角的にものごとを見るよ
う心がけたいと思いました （高等部）。

・安易な道を選んで、後で後悔するより、自分がやりたいことをしたいと思いました。
またいつか、もっと深い内容を教えに来てください （高等部）。

・私が今できること、すべきことは、見聞を広げるために、今の環境からチャレンジしてみるこ
とだと感じました。今なら間違った選択をしたとしても、修正がきくので、まずは一歩踏み出
してみることだと思いました （中学部）。

・お話を聞いてから 「僕の人生の転換点はどこだろう 「僕、 」
は今、さまざまな視点からものごとを見ているか」などの
疑問が頭に浮かんできました （中学部）。

・お話を聞き、カナダで生まれ育った私は、一度は日本で生
活をしてみたいと思いました （高等部）。

・環境問題について興味深く思いました。また、物事を色々
な角度から見ることは、バイアスの含まれたネットニュー
スの多い現代社会で大切なことだと思いました （高等部）。

・やはり、他のグループの人も「自分の人生を自分で切り開
く」に共感している人が多いなと思いました。同じグルー
プの人が言ってくれた「カナダと日本の関係は、私たちに

」 、 。置き換えられるのでは？ という意見は 目から鱗でした
（高等部）
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創意工夫と協働の賜物
～ 父 母 会 「 バ ザ ー 、 開 催 。 ～」

前期最後の登校日、９月２８日、２階カフェテリアを中心とした特設会場で、父母会主催バザーが開催

されました。

炊き込みご飯やおにぎりのコーナー、お菓子のコーナー、おもちゃや衣類のコーナー、雑貨や文具のコ

ーナー、古本のコーナーなど、多彩な品々が安価で提供され、子どもたちや保護者、招待客の皆さんが買

い物を楽しみました。また、父母会の皆さんの創意工夫にあふれた手作

りゲームコーナーでは、父母会の皆さんと子どもたちが終始笑顔で触れ

合う姿が見られました。児童生徒にとって、補習校生活での思い出とな

る楽しいひとときを過ごすことができたものと思います。

今回のバザー開催に当たっては、長期にわたって父母会役員さんやバ

ザーサポーターの皆さんが準備に尽力されてきました。また、児童生徒

の安全を確保するために、学校側とセキュリティについての打合せも重ねてきました。当日は、児童生徒

の学習する教室へのアクセスポイントには、セキュリティーガードとして複数のお父さん方にもお力添え

をいただきました。さらには、卒業生６名も当日の会場運営に加勢してくれました。このような催しは、

補習校を介してつながった人々が協働して初めて実現できるものであり、改めて補習校応援団の力強さを

感じました。

最後に、小学部児童会から、手作りの折り紙や塗り絵などの出品があり、会場の片隅に無人コーナーを

設置しましたが、ご寄付も含め売り上げが＄ あったことをご報告します。この売上金をどのように27.25

使用するか、今後子どもたちが話し合いをし、決めていくとのことです。

☆☆ 今後の予定 ☆☆☆

１０月２６日 一日授業参観 １１月２３日 課外授業（書道）
学校運営委員会学校訪問 １１月３０日 課外授業（図工 低）
課外授業（書道） １２月 ７日 職員会議

１１月 ２日 学校見学会（R7入学生） 課外授業（書道）
第２回キャリア講話 １２月１４日 中高授業参観中高

課題授業（図工 低） 中１高１説明会
１１月 ９日 通常授業 課外授業（図工 高）

課外授業（書道） １２月２１日 冬休み前 最終授業日
職員会議 課外授業（書道）

１１月１６日 課外授業（図工 高）


